
泊発電所３号炉審査資料 

資料番号 資料８－５ 

提出年月日 令和５年３月２日 

ヒアリングにおける指摘事項に対する回答資料 

 

指摘事項 

No. 230206-20 

 

緊急時対策所 61-7) 

全交流動力電源が喪失した場合に，緊急時対策所の設

備が代替電源設備からの給電を可能な設計としてい

ることについて，先行審査実績の整理結果を踏まえて

記載を検討し説明すること。 

 

回答 

 

女川２号炉は，全交流動力電源喪失時に常設代替交流電源設備により緊急時対策所のす

べての電源負荷に給電することから，緊急時対策所の代替電源設備の適合方針として常設

代替交流電源設備を記載しているのに対し，泊３号炉では緊急時対策所に設置する通信連

絡設備に給電可能な常設代替電源設備について記載している。 

先行実績を再度，表１のとおり整理した結果，通信連絡設備に対する代替電源からの給

電の適合方針は第 62 条の適合方針として記載されることから泊３号炉第 61条の適合方針

の記載箇所からは削除する。 
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表
１

 
設

置
許

可
基

準
規

則
要

求
事
項

に
対

す
る

各
社

の
適

合
方
針

の
状

況
（

電
源

設
備

に
関
す

る
事

項
）
（
１

／
２
）

 

設
置

許
可

基
準

規
則
 

（
技

術
基

準
規

則
）
 

要
求

事
項
 

大
飯

３
／

４
号

炉
 

東
海

第
二

発
電

所
 

女
川

２
号

炉
 

島
根

２
号

炉
 

泊
３

号
炉
 

3
4
条
（

4
6
条

）
 

緊
急

時
対

策
所
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

3
5
条
（

4
7
条

）
 

通
信

連
絡

設
備
 

解
釈

２
）

 

第
２

項
に

規
定

す
る
「

通
信

連
絡

す
る

必
要

が
あ

る
場

所
と

通
信

連
絡

が
で

き
る

」
と

は
、
所

外
必

要
箇

所
へ

の
事

故
の

発
生

等
に

係
る

連
絡

を
音

声
に

よ
り

行
う

こ
と

が
で

き
る

通
信

連
絡

設
備

、
及

び
所

内
（

原
子

炉
制

御
室

等
）

か
ら

所
外

の
緊

急
時

対
策

支
援

シ
ス

テ
ム
（

E
R
S
S
）
等

へ
必

要
な

デ
ー

タ
を

伝
送

で
き

る
設

備
を

常
時

使
用

で
き

る
こ

と
を

い
う

。
 

３
号

炉
非

常
用

母

線
か

ら
給

電
 

２
号

炉
非

常
用

母

線
か

ら
給

電
 

２
号

炉
非

常
用

高

圧
母

線
か

ら
給

電
 

２
号

炉
非

常
用

所

内
電

気
設

備
か

ら

給
電
 

①
３

号
炉

非
常

用

母
線

か
ら

給
電
 

解
釈

４
）

 

第
３

５
条

に
お

い
て

、
通

信
連

絡
設

備

等
に

つ
い

て
は

、
非

常
用

所
内

電
源

系

又
は

無
停

電
電

源
に

接
続

し
、
外

部
電

源
が

期
待

で
き

な
い

場
合

で
も

動
作

可
能

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

①
３

号
炉

非
常

用

母
線

か
ら

給
電
（

デ

ィ
ー

セ
ル

発
電

機
）
 

②
無

停
電

電
源

装

置
を

設
置
 

①
２

号
炉

非
常

用

母
線

か
ら

給
電
（

非

常
用

デ
ィ

ー
セ

ル

発
電

機
）
 

②
無

停
電

電
源

装

置
を

設
置
 

①
２

号
炉

非
常

用

高
圧

母
線

か
ら

給

電
（
非

常
用

デ
ィ

ー

ゼ
ル

発
電

機
）
 

②
無

停
電

電
源

装

置
を

設
置
 

①
２

号
炉

非
常

用

所
内

電
気

設
備

か

ら
給

電
（
非

常
用

デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
）
 

②
無

停
電

電
源

装

置
を

設
置
 

①
３

号
炉

非
常

用

電
母

線
か

ら
給

電

（
デ

ィ
ー

セ
ル

発

電
機

）
 

②
無

停
電

電
源

装

置
を

設
置
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表
１

 
設

置
許

可
基

準
規

則
要

求
事
項

に
対

す
る

各
社

の
適

合
方
針

の
状

況
（

電
源

設
備

に
関
す

る
事

項
）
（
２

／
２
）

 

 

設
置

許
可

基
準

規
則
 

（
技

術
基

準
規

則
）
 

要
求

事
項
 

大
飯

３
／

４
号

炉
 

東
海

第
二

発
電

所
 

女
川

２
号

炉
 

島
根

２
号

炉
 

泊
３

号
炉
 

6
1
条
（

7
6
条

）
 

緊
急

時
対

策
所
 

解
釈

１
 

ｃ
）

 

緊
急

時
対

策
所

は
、
代

替
交

流
電

源
か

ら
の

給
電

を
可

能
と

す
る

こ
と

。
ま

た
、
当

該
代

替
電

源
設

備
を

含
め

て
緊

急
時

対
策

所
の

電
源

設
備

は
、
多

重
性

又
は

多
様

性
を

有
す

る
こ

と
。

 

①
電

源
車
（

緊
急

時

対
策

所
用
）
か
ら

給

電
。
複

数
台

配
備

に

よ
る

多
重

性
確

保
 

 

①
緊

急
時

対
策

所

用
発

電
機

か
ら

給

電
。
複

数
台

所
持

に

よ
る

多
重

性
確

保
 

①
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン

発
電

機
か

ら
給

電
 

②
電

源
車
（

緊
急

時

対
策

所
用
）
を
配

備

し
多

様
性

を
確

保
 

①
緊

急
時

対
策

所

用
発

電
機

か
ら

給

電
。
複

数
台

配
備

に

よ
る

多
重

性
確

保
 

 

①
緊

急
時

対
策

所

用
発

電
機

か
ら

給

電
。
複

数
台

配
備

に

よ
る

多
重

性
確

保
 

②
代

替
非

常
用

発

電
機

か
ら

通
信

連

絡
設

備
に

給
電

。
 

6
2
条
（

7
7
条

）
 

通
信

連
絡

設
備
 

解
釈

１
 

ａ
）

 

通
信

連
絡

設
備

は
、

代
替

電
源

設
備

（
電

池
等

の
予

備
電

源
設

備
を

含

む
。
）

か
ら

の
給

電
を

可
能

と
す

る
こ

と
。

 

①
電

源
車
（

緊
急

時

対
策

所
用
）
か
ら

給

電
 

 ②
３

号
炉

及
び

４

号
炉

に
設

置
す

る

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ

表
示

シ
ス

テ
ム

（
S
P
D
S）

は
空
冷

式

非
常

用
発

電
装

置

か
ら

給
電
 

①
緊

急
時

対
策

所

用
発

電
機

か
ら

給

電
。
 

 ②
原

子
炉

付
属

建

屋
に

設
置

す
る

デ

ー
タ

伝
送

装
置

は

常
設

代
替

交
流

電

源
設

備
又

は
可

搬

型
代

替
交

流
電

源

か
ら

給
電
 

①
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン

発
電

機
又

は
電

源

車
（
緊

急
時

対
策

所

用
）

か
ら

給
電

。
 

②
２

号
炉

制
御

建

屋
に

設
置

す
る

デ

ー
タ

収
集

装
置

は
，

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発

電
機

又
は

電
源

車

か
ら

給
電
 

①
緊

急
時

対
策

所

用
発

電
機

か
ら

給

電
 

 廃
棄

物
処

理
建

物

内
に

設
置

す
る

デ

ー
タ

収
集

サ
ー

バ

は
常

設
代

替
交

流

電
源

設
備

又
は

可

搬
型

代
替

交
流

電

源
か

ら
給

電
 

①
緊

急
時

対
策

所

用
発

電
機

か
ら

給

電
 

 ②
緊

急
時

対
策

所

の
通

信
連

絡
設

備

及
び

３
号

炉
原

子

炉
補

助
建

屋
に

設

置
す

る
デ

ー
タ

収

集
計

算
機
，
E
R
SS

伝

送
サ

ー
バ

は
代

替

非
常

用
発

電
機

か

ら
給

電
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